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昭和 43年 3 月 16日酒飲み運転をなくナ運動

。酒飲み運転は絶対しない・・勇気を

0運転者に酒をすすめない・・親切を

~酒飲み逐転はさせない一良識を

占

Hi--国
保
会
計
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
保
税
と
、
国
か
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AH

ム

M
i
:ら
の
負
担
金
を
合
せ
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
大
騒
な
医
療
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決
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l費
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増
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な
ど
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よ
り
国
保
会
計
の
財
政
は
苦
し
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な
っ
て
お
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れ
を
健
会
に
す
る
た
め
に
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国
保
税
の
滞
納
を
な
く
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診
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よ
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医
療
費
の
町
負
担
額

多
く
の
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

な
ど
が
増
加
し
、
医
療
機
関
を

利
用
す
る
ζ

と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
待
に
、
保
険
な

し
で
は
、
医
療
費
の
生
活
費
に

金
い
込
む
率
は
膨
大
で
あ
り
、

日
常
生
活
に
大
き
な
不
安
を
も

た
ら
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
を
な
く
し

安
心
し
て
日
常
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度

を
社
会
生
活
に
相
応
し
た
内
容

改
正
な
ど
を
行
な
い
、
「
使
い

良
い
充
実
し
た
留
保
」
と
し
て

皆
さ
ま
の
利
用
度
も
増
加
し
て

お
哲
ま
す
。

今
年
の
一
月
三
十
一
日
現
在
で

本
町
の
間
関
民
健
康
保
険
の
状
況

を
見
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
滋
帯
、
三
千
七
百
五
世
帯

保
険
税
一
世
帯
当
り

七
千
八
百
4

ア
ヤ
九
円

ヶ
月
平
均
五
百
七
十
万
円

医
療
費
の
月
乎
均
一
世
帯
当
り

の
符
負
担
額
一
千
五
百
三
十
七
拘

ま
た
、
閤
民
健
康
保
段
の
財

政
的
な
磁
を
見
ま
す
と
、
実
施

さ
れ
て
一
一
一

l
四
年
間
ハ
昭
和
三

十
七
年
頃
ま
で
〉
は
、
隅
隅
鶏
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

mm

即時

4.51仰

! 発行所
千葉県東著鋭部我孫子町役場

! 電話あびこ (0471)82-2111 (代表}
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和
三
十
八
年
の
世
帯
主
の
七
割

給
付
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
の

加
入
者
全
員
の
七
割
給
付
の
実

施
と
相
応
し
て
、
医
療
費
の
上

昇
な
ど
め
彫
擦
に
よ
り
、
保
険

給
付
曲
目
(
療
養
、
劫
慮
、
葬
祭

費
、
育
児
手
当
金
等
)
の
伸
び

に
保
険
料
(
税
〉
が
追
付
け
ず

4.COO 

.'!5回

.'!冊。

k
き
は
‘
そ
れ
だ
け
罪
が
霊
く

な
り
ま
す
。

園
行
政
上
の
責
任

こ
れ
は
刑
罰
で
な
く
、
一
懇

に
行
政
処
分
と
い
わ
れ
て
い
る
~

も
の
で
、
都
道
府
県
の
公
安
帯
賀
市

員
会
が
こ
れ
を
扱
っ
て
い
ま
す
内

行
政
処
分
は
運
転
免
許
の
取
日

消
し
、
ま
た
は
停
止
を
す
る

ov

で
す
が
、
そ
の
処
分
基
準
は
改
日

正
の
つ
ど
、
き
び
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
ょ
っ
ぱ
ら
い
運
転

無
資
格
選
転
速
度
違
反
な
ど

で
事
故
を
起
こ
し
、
人
を
死
傷

さ
せ
た
り
す
る
と
免
許
を
取

り
消
さ
れ
る
ケ
I
R
が
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
取
り
消
し
ま

で
い
か
な
く
て
も
停
止
を
受
け

る
の
は
開
明
ら
か
で
す
。

国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
危

機
が
救
わ
れ
て
い
る
状
餓
あ
り

ま
す
。国
民
健
康
保
険
税
の
牧
納
率

は
、
別
表
の
よ
う
に
八
十
七
パ

ー
セ

γ
ト
弱
と
な
っ
て
お
り
、

昭
和
四
十
一
年
度
末
で
六
百
万

以
上
の
滞
納
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ま
の
小

さ
な
力
を
集
め
、
国
中
県
の
援

劾
を
得
て
行
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、

ζ

の
保
抽
出
を
円
滑
に

運
営
す
る
た
め
に
は
、
保
険
税

の
滞
納
ま
な
〈
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

皆
さ
ま
の
健
康
を
守
り
、
生

活
の
安
定
を
図
る
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
k
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
間
関
民
健
康
保
険

の
朝
団
状
を
ど
理
解
い
た
だ
き
ど

':':51田

給
食
調
理
員
を

募
集
し
ま
す

給
食
調
査
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
芳
一
小
一
名

分
四
小
一
名

資
格
学
歴
、
年
令
は
隣
わ
な

い
が
、
給
食
業
務
に
時
唱
え
ら

れ
る
健
康
な
女
子

待
遇
採
用
六
ヶ
月
は
磁
時
雇

で
日
給
六
宵
丹
、
そ
の
後
正

式
採
用

帥
凪
験
筆
記
、
面
接

日
時
場
所
、
一
一
一
月
二
十
九
日

午
後
一
時
、
芳
一
小
学
校
混

科
室

申
込
み
三
月
二
十
一
宮
ま
で

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

食
品
業
者
の許

可

申

請

食
品
を
取
扱
う
営
業
を
新
規

に
串
鵠
を
す
る
者
、
或
は
期
嗣
聞

が
切
れ
て
再
度
継
続
の
串
誇
を

す
る
者
は
、
次
の
場
所
で
許
可

申
請
手
続
が
出
来
ま
す
。

一
、
総
孫
子
地
区
:
・
升
屋

二
、
湖
北
地
区
i
中
村
屋

コ
一
、
布
佐
地
区
:
・
石
井
量
入

41 

ミ32i「-身体障害者に技能を
麗人とう|

2e誌L 能力に応じた訓練 一
生いろけ
援認んれに早き!~障んず自は切すて議ないい福害
議議でば復くる L害でか身障ながおぜ援ろて祉丞身
のをすな帰社だ‘をそらが害こ、りら紛いはに莞倖
手もがらで会けで 3誌の進み者と大まれがろ、つ集揮

に
教
育
委
員
会
へ
由
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
(
希
望
す
る
学

校
を
記
入
の
こ
と
〉

器
貯
制
酬
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

住

民

相

談

を

開

催

住
民
穏
談
を
次
の
と
お
9
行

な
い
ま
す
り
で
ご
利
用
く
だ
さ

注
。
な
お
、
相
談
に
は
、
渡
辺
介

護
主
が
当
席
の
予
定
で
す
。

日
時
三
月
二
十
二
日
午
前

十
時
I
午
後
三
時
ま
で

場
所
布
佐
支
所

ヨ叶
A
J制
調

1
1溺
線
鶴
道
路
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
山U
 

N

一
戸
』
謡
『
判
議
欝
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
V
こ…

ご
民
払
官
l
同
欝
畿
の
工
事
の
た
め
に
遂
行
す
る
大
品

川口
d

B
頃

i
H内
縁
総
額
型
自
動
車
に
よ
っ
て
道
路
の
盟

2
H
F
h川
川
川
同

μ協
隣
幽
傷
が
最
近
非
常
に
多
く
な
っ
て
日

F
 品

い

る

こ

れ

等

の

工

事

の

指

導

を

山

内
「
日
本
人
口
の
七
十
な
い
し
八

h

rBパ
1
セ
Y
ト
が
こ
の
太
平
洋
す
る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も
一

出
し
て
そ
の
都
度
道
路
の
損
傷
山

川
ベ
ル
ト
地
帯
に
は
り
つ
く
で
あ

、

を

指

摘

し

補

修

寄

せ

れ

ば

よ

い

山

山
ろ
う
」
と
予
言
し
て
い
る
学
者

叫
が
あ
る
が
、
人
口
過
密
地
術
と
の
だ
が
そ
の
手
配
が
で
き
な
い
い

一
人
口
過
疎
地
帯
の
市
町
村
は
、
で
図
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
…

…
そ
れ
ぞ
れ
に
複
雑
な
問
題
に
頭
る
V
そ
こ
で
私
遠
の
道
路
は
私
一

む
か
か
え
て
い
る
の
が
現
状
で
逮
が
守
る
と
云
う
建
て
前
か
ら
…

山
あ
る
。

V
本
町
は
そ
の
過
密
都
そ
の
よ
う
な
事
実
を
知
っ
た
と
-

m

‘
き
は
電
話
で
結
構
で
す
か
ら
建
今

日
市
東
京
の
人
口
が
徐
々
に
は
カ

川
出
向
し
て
き
で
年
々
人
口
増
加
を
設
課
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
た
↑

山
続
け
て
い
る
そ
し
て
近
い
将
来
い
V
道
路
は
公
共
の
も
の
で
あ

る
か
ら
損
傷
し
た
も
の
が
修
理

山
門
昭
和
四
十
七
年
頃
〉
に
現
在

山
人
口
ハ
三
万
七
千
人
V

の
倍
に
す
る
よ
う
法
律
は
義
務
づ
け
て

川
な
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
る
V
こ
い
る
V
ま
た
道
路
に
排
水
管
を

山
の
人
達
の
住
宅
地
は
、
山
林
を
埋
設
し
た
り
宅
地
ロ
造
成
の
た
め

t
側
溝
に
フ
タ
を
し
て
通
行
す

M

は
じ
め
農
地
に
ま
で
浸
し
ょ
く

叫
し
て
き
で
い
る
V
そ
の
農
地
も
る
よ
う
な
場
合
に
も
属
関
が
必

山
田
ん
ぼ
と
な
る
と
埋
立
て
が
必
要
と
な
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

3

し
こ
い
も
の
で
あ
る
。

日
商
冒
と
な
り
そ
れ
等
工
事
の
た
め

ピ
2
r
t

，.. 
、，苛，、
a

・.，.a.
、.、，
e.

，-.、，、、・
J

、、
J
-
a

，、，、
r.
，.，、，
r
、，‘、2
ζ
.

，、，、
r.
，.，、.，，
.. ，
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を
さ
し
の
べ
て
や
る
こ
と
が
大
の
欠
員
が
あ
り
ま
す
の
で
入
所

切

で

す

。

生

を

募

っ

て

い

ま

す

。

身
体
障
害
者
更
生
指
導
所
で
入
所
期
間
は
一
年
間
で
、
簿

は
、
手
足
の
不
自
白
な
人
を
政
審
手
緩
を
有
す
る
世
間
体
不
自
由

容
し
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
日
者
で
、
義
務
教
育
を
終
了
し
た

常
生
穏
や
転
業
生
活
上
の
能
力
者
を
対
象
と
し
て
、
洋
談
、
洋

を
養
い
、
総
力
に
応
じ
て
転
飽
服
、
製
靴
、
時
計
な
ど
の
科
を

剖
訓
練
を
行
な
い
、
医
学
的
、
心
陸
き
、
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま

浬
的
に
訓
線
し
、
一
日
も
早
く
す
。

社
会
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
な
お
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ

の

で

す

。

ん

が

詳

細

に

つ

い

て

は

、

東

葛

現
在
こ
の
指
導
所
の
入
所
人
支
庁
、
社
会
福
祉
課
に
間
い
合

員
は
五
十
名
で
す
が
、
相
当
数
せ
く
だ
さ
い
。

553 

男 18.275.人〈前月比 53.入場〉
女 18.6ω人〈 グ 54人増〉
計 36.938人( グ 107人増〉
世帯 9049世帯( グ 33世帯橘〉

1月の人口動態

〈男女計)

27人 30.人 57.人
131人 123人 254人
10人 11人 183人
9S人 88人 183人
6 8世帯
3 5世帯

昭和43年1J131日現在

mE醒置田直園嵐曙田園目

出生
転入

死亡
転出

転入世帯

転出世帯
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新
庁
舎
建
設
工
事
進
む
新
庁
舎
↓

ヱエ昭和 2年度の主な事業二ご

十
一
月
十
五
日
新
庁
舎
の

ク
ワ
入
れ
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

↑
 

土木事業
42年度は12路線、延長3.7

キロの道路鋳畿を行

ないました

藤
議
構
造
改
善

新
し
い
農
業
経
営
を
め
ざ
し
て

集
団
化
さ
れ
た

↑
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

出
荷
を
ま
つ
ト
マ
ト
¥

ケ育弘L
所少判圃

に年 A

背教今学
年育一
認の叫
が場涜凡
建と
設し苦言
さて同
れ
ま今
L 年
た t士

〈主もな凶来事〉

4月

県知事県議会議員選挙

家庭の日設定

5月
湖北中体脊舘完成

新木青年舘完成

6月

町内小中学校陸上競

技会

国鉄線機説明会

7月
県知事来庁

少年赤十字加入

町営住宅起工

8月

務時町議会招集

9月

県議会土木委員来庁

義人母子福祉大会

10月

し尿処理場起工式

町営住宅完党

1 1月
参議涜議員選挙

町議会議員選挙

住民主主本台槙制度の施

行

新庁舎起丁式

歩道機の完喰

12月

町社会福祉大会開催

1月

湖北地区電話自動化

消防出初式

通学道路
遺書路の一環として完成した歩

→ 

清掃事業
人口増加に対処するためのし
尿処建場の増設 〆

水
謹
事
業
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